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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.ZK-122 液 
グリホサートカリウム
塩:44.7% 

[シンジェンタジャパン]

牧草 耕起および播種直前の茎葉処理によ
る薬害の確認(2年目) 

実・継 実) 
[草地更新;リードカナリーグラス] 
・耕起前年,2番草刈取後, 
雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL<散布水量50L>/10a 
(専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
注) 
・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 

[草地更新;一年生雑草,多年生雑草,ギシギシ] 
・耕起10日以前 
　雑草生育期(草丈30cm以下) 
・300～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 

[草地更新;一年生雑草,多年生雑草] 
・播種前(播種当日まで) 
　雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 

継) 
・耕起および播種直前の薬害の確認 

B.2024年度 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 

[ニューファム] 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(東北以南:3年目) 

上記 
参照 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のシバムギを対象とした茎葉処理
(全面)による適用性の検討(北海道:
初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のリードカナリーグラスを対象と
した茎葉処理(全面)による適用性の
検討(北海道:初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後,播種10日前での茎
葉処理(全面)による適用性の検討(北
海道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後,播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(北海
道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後,播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(東北
以南:3年目) 
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■協会だより
■■2026年度植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題の募集について
　日本植物調節剤研究協会では，植物調節剤の有効利用及び

作物・雑草の生理・生態等の研究啓発を目的に，大学，国立

研究開発法人，都道府県の試験研究機関との共同研究の一環

として試験研究を委託している。

　2026年度「植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究

課題」を以下のとおり募集する。

１．対象試験研究課題

　　�除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の生

理・生態の解明に関わる課題とする。

２．対象者

　　�都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民

間企業等関係者とする。

３．期間

　　�原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。

４．試験研究費

　　�原則として1課題当たり50万円（税別）を上限とする。

５．応募方法

　　�当協会理事長宛に申込み文書及び試験研究実施計画書

を提出する。

６．審査方法

　　�書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング

審査を実施する場合もある。

７．成果の報告

　　�試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に

提出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。

８．申込み

　　期限：2026年3月末日（必着）

　　宛先：植調協会　技術部企画課（担当：筒井）

広　 　　　場 　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6

　　TEL：03-3832-4188

　　E-mail：kikaku@japr.or.jp

　　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書

　　�（必要書類の様式については，企画課にお問合せくだ

さい）

■■2025年度緑地管理研究会（Web講演会）
　テーマ：高速道路緑地管理の課題とその解決に向けて

　　�昨年10月に開催された現地見学会（静岡県）では，高

速道路の緑地管理における課題とその解決に向けた研究

結果などについて講演がありました。今回のWeb講演会

は，この現地見学会での講演内容を，参加できなかった

多くの皆さんにもあらためて紹介し，さらに課題解決に

向けた討論のできる場にしたいと考えています。

　日時：2026年3月13日(金)10:00～17:00

　開催方法：Zoomを用いたオンライン開催

　参集範囲�：道路，鉄道，河川，電力設備，公園等におけ

る緑地管理関係者，農薬会社，農機具会社関係

者，国，自治体関係者，（独）農林水産消費安

全技術センター関係者，農研機構，大学等研究

機関関係者，植調協会関係者等

　詳細･申�込み：植調協会ホームページの新着情報でご確認

ください。（https://japr.or.jp/）

■研究会等
●園芸学会令和8年度春季大会

　日時：2026年3月21日(土)～3月22日(日)

� 3月21日　口頭発表・社員総会･表彰式・受賞講演・�

� 　　　　　懇親会

� 3月22日　口頭発表･ポスター発表

　場所：明治大学生田キャンパス

� （神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1）

　参加費（括弧内は2月7日以降申込みの金額）：

� 一般（会員）� � 8,000円（�10,000円）

� 一般（非会員）� 12,000円（�14,000円）

� 懇親会費（一般）�7,500円（�� 7,500円）

� ※今大会より現金支払いは取扱いません。
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■除草カタログ　公開中

 
 植調協会は Web サイト「除草カタログ」を公開しました。（https://joso-catalog.japr.or.jp/） 

除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごとに，有効とされた除草

剤の処理時期・処理方法や各種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分

かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践された問題雑草の防除レポートを

掲載して，ユーザーの皆様に情報共有していただく Web サイトです。 
問題雑草で困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様に少しでも早くご活用いただ

きたいと考え，現時点では掲載草種数等が少ない状態ですが，試験運用を開始しています。

今後も掲載情報を充実させてまいりますので，ぜひご活用ください。 
植調協会技術部企画課 
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公益財団法人日本植物調節剤研究協会

� 　　　　技術部企画課
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取　扱 株式会社全国農村教育協会
 〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 TEL 03-3833-1821

　申込�み：オンライン大会登録システム｢Confit｣(https://

jshss.confit.atlas.jp/login)より事前に参加登録くださ

い。今大会から当日受付の方を含め，すべての参加者

にオンライン大会登録システムへの参加登録が必要と

なります。

　申込み期間：大会当日まで

　詳細：下記開催案内サイトでご確認ください。

　　����(https://www.jshs.jp/modules/meeting/index.

php?content_id=62)


